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六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約
一
万
九
千
人
（
令
和
五
年
四
月
現
在
）

で
す
。

隠
岐
は
、
国く

に

賀が

海
岸
や
白
島
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
雄
大
で
美
し
い
自

然
景
観
の
ほ
か
に
、
独
自
の
生
態
系
、
伝
統
文
化
、
食
文
化
が
あ
り
ま

す
。
約
一
万
年
前
に
離
島
と
な
っ
た
隠
岐
に
は
、
大
地
の
歴
史
と
地
質

が
育
ん
だ
独
自
の
生
態
系
が
あ
り
、
北
海
道
で
見
ら
れ
る
植
物
と
沖
縄

で
見
ら
れ
る
植
物
が
同
じ
場
所
で
生
育
し
て
い
た
り
、
地
球
上
で
隠
岐

で
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
る
固
有
種
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

太
古
か
ら
の
生
態
系
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
天
皇
や
貴
人
が
流
さ
れ

た
遠
流
の
島
、
北
前
船
が
行
き
交
う
海
運
の
拠
点
と
な
る
な
ど
、
多
様

な
文
化
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
後
鳥
羽
上
皇
に
由
来
が
あ
る
牛
突
き
や
、

北
前
船
の
交
易
に
多
大
な
影
響
を
受
け
た
隠
岐
民
謡
、
各
島
の
個
性
的

隠
岐
の
概
況

日
本
海
に
浮
か
ぶ
島
根
県
隠
岐
諸
島
は
、
島
根
半
島
か
ら
北
へ
約
六

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
四
つ
の
有
人
島
と
一
八
〇
あ
ま
り
の
無

人
島
か
ら
な
り
ま
す
。
有
人
島
の
う
ち
、本
土
に
近
い
方
の
西
ノ
島
（
西

ノ
島
町
）、
中
ノ
島
（
海
士
町
）、
知ち

夫ぶ

里り

島じ
ま

（
知
夫
村
）
の
三
島
を
合
わ
せ

て
島ど

う

前ぜ
ん

、遠
い
方
の
最
も
大
き
な
島
を
島ど

う

後ご

（
隠
岐
の
島
町
）
と
呼
び
ま
す
。

隠
岐
へ
の
移
動
は
、船
で
は
七し

ち

類る
い

港
（
島
根
県
松
江
市
）
と
境
港
（
鳥
取

県
境
港
市
）
か
ら
フ
ェ
リ
ー
（
七
類
港
～
西
郷
港
〈
島
後
〉
ま
で
約
二
時
間
三
〇

分
）
と
高
速
船
（
同
約
一
時
間
）
で
、
飛
行
機
で
は
島
後
に
隠
岐
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
空
港
が
あ
り
、
伊
丹
空
港
と
出
雲
空
港
か
ら
直
行
便
が
運
航

し
て
い
ま
す
。
島
前
・
島
後
を
合
わ
せ
た
有
人
四
島
の
面
積
は
約
三
四

離
島
振
興
計
画

島
根
県
離
島
振
興
計
画

―
人
口
社
会
増
の
隠
岐
を
目
指
し
て

島
根
県
隠
岐
支
庁
県
民
局
地
域
振
興
課
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な
祭
り
な
ど
、
住
民
が
そ
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

食
文
化
で
は
、
隠
岐
は
さ
ま
ざ
ま
な
魚
介
類
が
混
在
す
る
全
国
で
も

有
数
の
好
漁
場
で
、
県
内
の
漁
獲
高
の
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
安
時
代
ま
で
は
「
御み

け
つ
く
に

食
國
」
と
し
て
、
ア
ワ
ビ
や
イ
カ
、
ワ
カ
メ
と

い
っ
た
隠
岐
の
海
産
物
が
宮
中
の
儀
式
に
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

古
く
か
ら
「
隠
岐
の
国
」
と
呼
ば
れ
、
い
ま
に
伝
わ
る
数
々
の
史
跡

や
伝
統
行
事
を
有
す
る
隠
岐
は
、
訪
れ
る
人
を
悠
久
の
世
界
へ
と
誘
い

ま
す
。

一
方
、
隠
岐
地
域
の
持
続
的
発
展
を
考
え
る
上
で
、
直
面
し
て
い
る

課
題
も
あ
り
ま
す
。
日
本
全
体
で
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

隠
岐
の
人
口
も
こ
の
一
〇
年
間
で
約
二
五
〇
〇
人
減
少
し
、
推
計
で
は

二
〇
三
〇
（
令
和
一
二
）
年
に
老
齢
人
口
（
六
五
歳
以
上
）
が
生
産
年
齢
人

口
（
一
五
歳
～
六
四
歳
）
を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
上
図
）。

こ
れ
ま
で
も
島
根
県
お
よ
び
隠
岐
四
町
村
は
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
出
生
率
の
大
幅
な
向
上
を
短
期
間
で
達
成
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
く
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
地
域
の
担
い
手

不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

島
根
県
離
島
振
興
計
画
の
概
要

離
島
振
興
計
画
は
、
離
島
振
興
法
に
基
づ
き
、
国
が
定
め
る
離
島
振

興
基
本
方
針
の
も
と
に
、
都
道
府
県
が
定
め
る
計
画
で
す
。
国
の
基
本

方
針
の
ほ
か
に
も
、島
根
県
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
島
根
創
生
計
画
」、

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
の
地
域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
計
画
な
ど
、

関
連
す
る
各
種
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
一
体
的
に
施
策
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
島
根
県
で
は
、
離
島
振
興
計
画
を
作
成
す
る
う
え
で
地
元
の

隠岐4町村の年齢構成の推移（予測）

 年少人口（15歳未満）　
 生産年齢人口（15～64歳）　
 老齢人口（65歳以上）
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国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口（平成30年推計）」より
作成
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意
見
を
で
き
る
限
り
反
映
す
る
た
め
、
町
村
と
の
協
議
の
ほ
か
、
隠
岐

の
振
興
を
図
る
た
め
に
民
間
・
関
係
団
体
・
行
政
な
ど
で
構
成
す
る
組

織
「
離
島
総
合
振
興
会
議
」
を
設
置
し
、
令
和
三
年
度
か
ら
計
画
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

基
本
理
念
お
よ
び
基
本
目
標

昭
和
二
八
年
の
離
島
振
興
法
の
制
定
以
来
、
隠
岐
地
域
で
は
、
島
根

県
、
町
村
お
よ
び
関
係
団
体
が
計
画
な
ど
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
離
島

振
興
事
業
を
実
施
し
、
下
水
道
、
保
育
所
、
公
営
住
宅
の
整
備
と
い
っ

た
生
活
環
境
分
野
や
中
核
病
院
で
あ
る
隠
岐
病
院
の
全
面
改
築
と
い
っ

た
医
療
分
野
な
ど
、
基
礎
的
な
生
活
条
件
の
整
備
・
改
善
な
ど
に
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

前
計
画
の
期
間
（
平
成
二
五
年
度
～
令
和
四
年
度
）
に
は
、
来く

り

居い

港
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
知
夫
村
）
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
港
湾
、漁
港
お

よ
び
道
路
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
さ
ら
に
進
み
ま
し
た
。
ま

た
、
隠
岐
の
歴
史
を
あ
ら
わ
す
奇
岩
や
断
崖
な
ど
の
景
観
、
離
島
な
ら

で
は
の
生
態
系
、
古
く
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
独
自
の
文
化
な
ど
が
高
く

評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
五
年
九
月
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
、
隠
岐
固
有
の
魅
力
を
改
め
て
国
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
九
年
に
施
行
さ
れ
た

有
人
国
境
離
島
法
に
よ
り
、
航
路
・
航
空
路
運
賃
の
低
廉
化
、
農
水
産

物
の
移
出
・
原
材
料
な
ど
の
移
入
に
係
る
輸
送
コ
ス
ト
支
援
が
可
能
に

な
り
、
人
の
往
来
や
流
通
の
活
発
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、離
島
な
ら
で
は
の
厳
し
い
自
然
的・社
会
的
条
件
の
下
、人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
と
も
な
う
地
域
運
営
の
担
い
手
不
足
、

産
業
基
盤
、
生
活
環
境
な
ど
の
整
備
・
改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
、

い
ま
だ
途
上
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
Ｄ
Ｘ

や
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
対
応
な
ど
取
り
組
む
べ
き
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
隠
岐
地
域
に
人
々
が
安
心
し
て
住
み
続

け
、
隠
岐
の
自
然
、
歴
史
・
文
化
と
豊
か
な
暮
ら
し
を
将
来
に
つ
な
ぐ

島根県離島振興計画の理念図

【基本理念】

【基本理念を実現するための３つの柱】

次世代へ引き継げる活力ある
持続可能な隠岐を目指して

Ⅰ 

隠岐の
暮らしを守る

Ⅱ 

隠岐の人と
産業を育てる

Ⅲ 
隠岐の

心豊かな社会を
次世代に繋げる
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た
め
、
こ
の
計
画
の
基
本
理
念
を
「
次
世
代
へ
引
き
継
げ
る
活
力
あ
る

持
続
可
能
な
隠
岐
を
目
指
し
て
」
と
し
、
県
お
よ
び
関
係
町
村
な
ど
が

一
体
と
な
っ
て
、「
Ⅰ 

隠
岐
の
暮
ら
し
を
守
る
」「
Ⅱ 

隠
岐
の
人
と
産
業

を
育
て
る
」「
Ⅲ 
隠
岐
の
心
豊
か
な
社
会
を
次
世
代
に
繋
げ
る
」
の
三

つ
の
柱
ご
と
に
各
種
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
展
開
し
ま
す
。

基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
産
業
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
人
材
の
確
保・育
成
が
重
要
で
あ
り
、県
、町

村
お
よ
び
関
係
団
体
が
連
携
し
て
、
地
域
産
業
の
活
性
化
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
施
策
、
関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
に
、
よ
り
一
層
取
り
組
み
、
人
口
の

社
会
減
を
縮
小
・
解
消
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
計
画
の
基
本
目

標
を
「
人
口
の
社
会
増
」
と
し
、
段
階
的
に
社
会
移
動
に
よ
る
人
口
減

少
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
三
二
年
度
に
人
口
の
社
会
増
「
九

人
」
を
目
指
し
ま
す
。

分
野
別
施
策

次
に
基
本
理
念
お
よ
び
基
本
目
標
を
踏
ま
え
て
、
施
策
の
柱
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
分
野
別
に
三
つ
の
柱
を
定
め
、
隠
岐
地
域
を
支
え
る

人
材
を
確
保
し
、
改
正
離
島
振
興
法
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
「
島
外
の

人
材
（
い
わ
ゆ
る
関
係
人
口
）」
や
「
新
た
な
技
術
・
制
度
」
を
活
用
し
な

が
ら
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一
つ
め
の
柱
「
隠
岐
の
暮
ら
し
を
守
る
」
に
つ
い
て
、
離
島
航
路
・

航
空
路
は
、
住
民
の
暮
ら
し
や
仕
事
を
支
え
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興

や
観
光
振
興
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
モ
ノ
や
ヒ
ト

の
流
れ
を
拡
大
し
、産
業
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
、運
賃
低
廉
化
、輸

送
コ
ス
ト
の
低
廉
化
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
拡
大
を
働
き
か
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
手
段
の
確
保
、
そ
し
て
社
会

基
盤
整
備
を
継
続
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、
近
年
増
加
す
る
空
き
家
の

利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
用
は
、
離
島
が
抱
え
る
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す

る
上
で
も
、
特
に
重
要
な
課
題
で
す
。
都
市
部
と
の
情
報
格
差
を
解
消

す
る
た
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・
利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

隠
岐
は
森
林
資
源
や
水
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
風
の
状
況
に
も
恵
ま
れ

た
地
域
で
あ
る
た
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
促
進
し
ま
す
。

医
療
の
充
実
・
確
保
は
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

重
要
な
要
素
で
す
。定
住
の
促
進
の
た
め
に
も
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、医

療
機
関
相
互
の
機
能
分
担
や
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者

の
養
成
・
確
保
、
遠
隔
医
療
体
制
の
整
備
な
ど
、
良
質
な
医
療
機
能
の

確
保
を
図
り
ま
す
。
隠
岐
の
後
期
高
齢
者
数
は
、今
後
も
増
加
し
て
、二

〇
三
〇
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
の

中
で
、
持
続
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
維
持
が
必
要
で
あ
り
、
介
護

人
材
の
確
保
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
を
通
じ
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
維
持
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

二
つ
目
の
柱
「
隠
岐
の
人
と
産
業
を
育
て
る
」
に
つ
い
て
、
隠
岐
の
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基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
地
域
特
性

を
活
か
し
た
農
業
の
推
進
、
循
環
型
林
業
の
定
着
、
沿
岸
漁
業
の
振
興

を
図
り
ま
す
。
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
度
に
（
一
社
）
隠

岐
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
機
構
が
設
立
さ
れ
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）
と
し
て
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。
隠

岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
生
か
し
た
商
品
の
創
出
、
受

入
体
制
の
強
化
、
情
報
発
信
な
ど
圏
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
振
興
、
中
小
企
業
な
ど
の
経
営
革

新
、
事
業
承
継
な
ど
の
促
進
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
や
事
業
拡
大
な

ど
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

隠
岐
地
域
の
事
業
所
で
は
、
人
材
の
確
保
が
重
要
な
課
題
で
す
。
隠

岐
で
は
、
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
が
す
べ
て
の
町
村
に
お
い

て
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
働
き
方
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
安
定

的
な
雇
用
環
境
を
整
備
し
、
地
元
産
業
の
担
い
手
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

人
口
の
社
会
増
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
的
確
な
情
報
提
供
、
定
着
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
多
様
な
働
き
方
と
し
て
の
リ
モ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
体
験
機
会
の
提
供
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
法
改
正
に
お
い
て
「
離
島

と
継
続
的
な
関
係
を
有
す
る
島
外
の
人
材
も
活
用
」
す
る
こ
と
が
、
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る

中
、
隠
岐
と
の
関
わ
り
あ
る
人
材
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
隠
岐

2023年5月にオープンした海士町のグランピング施設「TADAYOI（ただよい）」。
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で
は
、地
元
学
校
の
「
離
島
留
学
」、島
前
三
町
村
が
実
施
す
る
「
大
人

の
島
留
学
（
短
期
の
就
業
型
体
験
移
住
制
度
）」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

課
題
解
決
に
貢
献
す
る
人
材
が
集
ま
り
始
め
て
い
ま
す
。
都
市
部
で
の

関
係
人
口
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
域
活
性
化
や
将
来
的

な
移
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

三
つ
目
の
柱
「
隠
岐
の
心
豊
か
な
社
会
を
次
世
代
に
繋
げ
る
」
に
つ

い
て
、
学
校
教
育
の
充
実
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
愛
着
と
誇
り

を
持
ち
、
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

が
必
要
で
す
。
教
育
の
充
実
が
将
来
の
隠
岐
を
担
う
人
材
の
確
保
に
繋

が
っ
て
い
く
と
考
え
、
遠
隔
教
育
を
含
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
教

育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
価
値
観
と
の
出
会
い

や
、
視
野
の
広
が
り
、
隠
岐
の
魅
力
の
再
発
見
な
ど
教
育
効
果
の
高
い

「
し
ま
ね
留
学
」
を
推
進
す
る
た
め
、県
と
町
村
が
連
携
し
て
情
報
発
信

や
、
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
自
然
環
境
を
保
全

す
る
と
と
も
に
、
隠
岐
固
有
の
歴
史
・
文
化
の
魅
力
を
活
用
・
継
承
す

る
こ
と
で
、
人
々
の
交
流
を
促
進
し
心
豊
か
な
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
お
よ
び
目
標
値

今
回
の
計
画
か
ら
、重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
設
け
て
い
ま

す
。
施
策
ご
と
に
合
計
五
七
項
目
を
設
定
し
、計
画
の
期
間
の
前
半
（
令

和
五
年
度
か
ら
九
年
度
ま
で
の
五
年
間
）
に
お
け
る
具
体
的
な
数
値
目
標
を

定
め
ま
し
た
。
こ
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
よ
り
施
策
の
効
果
を
検
証
し
、
改
善
を

行
い
ま
す
。

お
わ
り
に

二
〇
二
〇
年
一
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
国
内
で
初
め

て
確
認
さ
れ
た
後
、
国
内
外
で
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
外
出
自
粛
、
在

宅
勤
務
・
学
習
を
経
験
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
活
動
が
制

約
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
生
活
を
営
む
こ
と
を

強
い
ら
れ
ま
し
た
。
離
島
と
い
う
地
理
的
特
性
に
よ
り
、
都
市
部
に
比

べ
医
療
体
制
が
脆
弱
な
隠
岐
で
は
、
住
民
、
医
療
機
関
、
行
政
な
ど
が

連
携
し
て
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て
き
た
生
活
や

常
識
は
一
変
し
、
新
し
い
生
活
様
式
や
従
来
に
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
、
新
し

い
価
値
観
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
例
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
働

き
方
の
多
様
化
で
す
。

隠
岐
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
上
手
く
活
用
す
る
こ
と
で
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
適
応
し
、
引
き
続
き
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
住
民
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
「
次
世
代
へ
引
き

継
げ
る
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
隠
岐
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

■


